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「フェニキア」語,あ るいは 「カルタゴ(ポ エニ)」

語 の 出所 と広 域 語 へ の変 遷

一 ク ラー マ ル コ フの 見 解 を基 に しつ つ一

楠 田 直 樹

は じ め に

フェニキアあるいはカル タゴを何 らかの形で研究 してみ ようと思 うと,ど う

してもこの表記のタイ トルの ような疑問が少なか らず去来 して くる。そ ういう

疑問が生 じるとい うことは,も っといえば,私 たち 日本人にとって最初の用語

か らすでに不可解 さが漂っているといえよう。私たち 日本人が耳にするギリシ

ァとか ローマ といった地名は現実にも存在 しているが故に,忘 れ ようにも忘れ

られない何かがそこには存在 している。 しか し,フ ェニキアという言葉 もカル

タゴという言葉 も現実には地名 としての馴染みはほとんどないに等 しい。つ ま

り,故 意に理解 しない限 り現実には存在 しない ものである。だか らこそ,現 実

という舞台にそれ らを引 き出すためには,こ んなことをしてみる必要があるの

か もしれない。そ うした地域で都市で用いられてきた言葉が一体 どんなもので

あったのか,ど の ように発展 してきたのか,と いう好奇の 目は当然のことなが

ら存在する。

では,そ んなフェニキア人やカルタゴ人の使 っていた言葉は,一 ・体 どのよう

なものであったのだろうか。 また,現 在 は使用 されていない といいなが らも,
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その手掛 か りになる ものは一体 どんな ものがあ るのだろ うか。そ して どんな地

域 にその手掛 か りが残 っているのだろ うか。こんな ことが次 々に去 来 し始 めた。

そ んな フェニキ アの言語 について,ヘ ロ ド トス(5.58)は,「 … フ ェ ニ キ

アの 移住 民 た ち は,は じめ は他 の すべ て の フ ェニ キ ア人の使 うの と同 じ文字 を

使 用 して いたが,時 代 の 進 む と と もに そ の 言 語 を(ギ リシア語 に)変 え,同 時

に文 字 の 形 も変 え た の で あ る 。 … 」(松 平千秋 訳,岩 波文庫版)と の 一 節 が

あ る よ う に,フ ェニ キ ア人 た ちの 柔 軟 な姿 勢 が ここに見て取 れ る。商取 引 を中

心 とした関係 を重 視 していたか らこそ,他 者 との 関係 が 柔軟 に な って い ったの

か もしれ ない。そ うした性格が フェニキア人が消滅 したの ちに も,各 地 に そ の

残 津 を垣 間見 る遠 因 に なっているのか も しれない。

こう した疑 問をず っ と抱 いて きた し,ど こか で取 り組 んで み な けれ ば な らな

い とい う気持 ちが あったの だが,な か な か そ れ を実 際 に紐 解 い てみ ようとい う

気 にはなれ なか った。そ の きっか けになったのが,CharlesRKrahmalkov,A

Phoenician-PunicGrammar,HandbookofOrientalStudiesVol.54,Leiden-

Boston-K61n,2001.が 入 手 で きた こ とで あ った1)。 だ か ら,本 質 的 に は,ク ラ

ー マ ル コ フの 見解 か ら逸 脱 す る こともな く
,そ れ に従 っ て しま っ た とい う方が

正 しい と思 う。 それ くらい,イ ンパ ク トが あ った し,読 め ば読 む ほ どそ の 中 に

の め りこんで い くほ どの ものであった。 そ して史料 との 関わ りは と りわけ非常

な関心 を残 して くれる ものであった。 ただ,い ず れ に して も,当 論 考 は そ の端

緒 にす ぎない とい うこ とは念頭 に入 れておいて頂 きたい。

以下,上 述 の書 物 を も とに して,若 干 の見 解 を付 加 して論 じてみ たい。

1.そ の 言 葉 の 始 ま り

周 知 の よ う に フ ェ ニ キア(Φo`v`κ`α)と い う コ トバ は,大 雑 把 に は北 の ア

ラ ドか ら南 の ネゲ ブや シナイに広 がっていた現在 の シ リア南部,レ バ ノ ン,イ

ス ラエ ル に跨 っ て い る古 代 の地域 であ るカナー ン(KN'N,ヒ ブル語ではKen6・an)

の ギ リ シ ア名 で あ る。 後 期 青 銅 器 時代 か ら鉄器 時代 にか けて,共 通 の 言 葉,共



「フェニキア」語,あ るいは 「カルタゴ(ポ エニ)」 語の出所 と広域語への変遷93

通 の 文化 を分 か ち持 つ 共 通 の起 源 を持 った多 数の人 々の故郷で もあ った。 そ こ

で はイザ イヤ書19.18に 見 られ る よ うに,そ の 言 葉 の こ とをSPTKN'N,す な

わ ち カナ ー ンの 言 葉 と呼 ん で い た。つ ま り聖書 に見 られ るカナ ー ン人の言葉 で

ある。 その初期 には,近 隣i地域 まで含 め て異 な った 地域 に異 なった グループ を

形成 して,そ の そ れ ぞ れ の 中 で方 言 が 成 立 したの と同 じく,い くつ か の グ ル ー

プ の 中 に共 通語 といわれ る ものが発生 して きた。だか ら,厳 密 な意 味 で は,フ

ェニ キ ア語 は この よ う な カ ナ ー ン地方 の方言 の一つだ った と考 え られる。 その

使用範 囲 と して考 え られ るの は,大 雑 把 に北 の シ ドンか ら南 の ア ッコーに至 る

レバ ノンの海岸線 で話 され ていた言語 であ る。

その カナー ンの郊外 の地域 の名前 は,プ ウ トPTと い い,カ ナ ー ン人 の 一 派

の こ と をポ ー ンニー ム,す な わ ち フェ ニ キ ア 人 とい わ れ ていた。地名か ら転用

されて きた氏族名,ポ ー ンニ ー ム は そ の地 域 の カナ ー ン語の方言 を も示 してい

る。 この地名や氏 族名 を表 わす 言葉 はギ リシア語 の ΦOtVlκesで あ り,ラ テ

ン語 のPoenusで,punicusで あ っ た。 まず ギ リ シ ア人 や ロー マ人 はこの語 を

知 り,フ ェニ キ ア人 と呼 称 す る に至 っ た と考 え られ る。 また,逆 に彼 らを して

す で に呼称 して い た言葉で もあった。

PUtの 主 要 な都 市 は,チ ュ ロス で あ り,シ ドンで あ っ た。 そ れ で,フ ェ ニ キ

ア 人,す な わ ちP6nnlmは チ ュ ロ ス 人 とか シ ドン人 と 同義 に使 用 され,フ ェ

ニ キ ア人 とい う語 は チ ュ ロ ス ーシ ドン系 カナ ー ン人 と同義 に使 用 されて きた。

だか ら,フ ェニ キ ア人,チ ュ ロ ス 人,カ ナ ー ン人 とい う言 葉 に はそ れぞ れ同義

的に使用 され る と共 に,そ れ ぞ れ の意 味 を持 っ て い た もの と思 われ る。 この よ

うに して,後 三世 紀 に至 っ て,ヒ ッポ ・レギ ウス 出 自の ア ウ グ スチ ヌスは次 の

よ うな情 報 を残 してい る。 ア フリカ人 をカナー ン人,す な わ ちChananiと 記

して い る。 一 方,ロ ー マ 領 トリポ ニ タニ ア発 掘 の フェニキ ア碑 文 は同 じ頃の リ

ビュアの人 々をチ ュロス人,す な わ ちSorimと 呼 称 して い る。

これ は,ま さ し くチ ュ ロ ス ー シ ドン人が 後期青銅器 時代 か ら初期鉄器時代 に

か けて南北 に広 が ってい る カナー ン各 地 に影響 を与 えなが ら拡 張 してい く中

で,フ ェニ キ ア人 の 話 す 言 葉 はそ の地 で市民権 を獲得 してい った といえる。 そ
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して カナ ー ンの 人 々の話 す言 葉 に取 って代 わ ってい った し,北 は ア ラ ド ゥス

(アル ゥァ ド)か ら南 の アス カ ロ ンや ダ フナ エ に及 ぶ レバ ノ ン,パ レス チ ナ,エ

ジ プ トに至 る海 岸 線 の あ らゆ る言葉 に取 って代 わっていった。 しか し,そ ん な

中 で,カ ナ ー ンの北 部 沿岸 の ビ ュ プ ロス は,確 か に フ ェニ キ ア の都 市 と して知

られている し,チ ュ ロス や シ ドンの 言 葉 とは全 く異 なっていたけれ ども,ビ ュ

プ ロ ス の言 葉 は ビュ プ ロス ・フェニ キア語 と呼 ばれ,フ ェ ニ キ ア の 言語 に は違

い な い の だが,非 チ ュ ロス ・シ ドン系 の 言 語 だ といえる。

プ ウ トPatや ポ ー ンニ ー ムP6nnlmと い う用 語 は,チ ュ ロス ・シ ドン勢 力

が 頂 点 に達 していた前 九世紀 初期 に,書 か れ た記 録 と して初 め て 現 れ る。それ

は前825年 と も前814年 と もい わ れ る カ ル タゴ の建 設 に見 られ る西 地中海 にお け

る植民活動 や商 業活動 の拡 大 に よって示 されてい る。

で は,プ ウ トとい う地 名 は どの よ うに我 々の前 に現 れ て くるので あ ろ うか。

ここに,関 係 す る三 つ の 史料 を あ げ て考 えてみ よう。

(i)KAI30==CyprusMuseumPhJnsc]No.6

第 一行 に は,戦 士 た ちが プ ウ トか ら島 に や っ て きた,と あ り,第 二 行

と第 三 行 に か け て,そ の戦 士 た ちが ア ラ シヤ(キ ュプロス)に や っ て き

て,[中 略1島 を荒 廃 させ た,と あ る。

(ii)Cross,F,M,,BASOR238,1980,pp.2-3

【Y】SM〔B]'L'Y'LS,す な わ ち 「バ ー ルが エ リシ ャの 島 を荒廃 させ た」

と出て くる。

(iii)Ver.Aen.1.619-24

わ た しは覚 えて い ます,テ ウ ケ ルが シー ドンへ 来 た と きの こ とを。

祖 国 を追 われて,新 しい 王 国 を求 め た と き,

ベ ー ル ス の援二助 を受 け ま した。 その とき,わ た しの 父 ベ ー ルス は富 め る

キ ュ プルス島 を荒 らして い ました。戦勝 に よ り領有 していたのです。

す で にその ときか ら,不 幸 を わ た しは知 っ て い ま した,ト ロ イ アの

都 の こ と,あ なた の 名 前,ペ ラス ギ人 の王 た ち の こ と も。

[岡 道 男,高 橋 宏 幸 訳]
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私 の父 ベ ルス は,豊 か なキ ュ プ ロス に侵 入 し,そ の地 を征 服 した,と あ

る。 「私 の」 とい うの は 「デ ィ ドーの」 とい う意 味であ り,「 父 」 は 「先

祖 」 を意 味 して い る か も しれ ない。

キュプ ロス出 自の古 典碑 文(i)は,キ ュ プ ロ ス に侵 入 し,そ の 地 を征 服 し

た チ ュ ロ ス遠 征 軍 指揮 官 の墳墓 に記念碑 として建 立 された ものだ と思 われ る。

そ してそ の碑 文が前1200年 頃 の 陶 片 碑 文(ii)に 言 及 され た事 柄 と同 じ もの を

言 及 してい る可 能性 があ る。そ の典拠 はガーザ近 くの クブル ・アル ・ウライ ダ

出土の もので,キ ュ プ ロ ス(ア ラシヤ)へ の侵 入,征 服 を言 及 して い る もの と

され る。 つ ま り,こ の 両 者 は 同 じ事 柄 を言 及 して い るので はないか と考 え られ

る。 さ らに,ウ ェル ギ リウス の 「アエ ネ イ ス」(iii)の 中 で の言 及 も同 じ出来

事 を示 して い るので はないか。

チュ ロスの海外 活動 は,近 隣 列 強,と りわ け イ ス ラエ ル 王 国 との 同盟 関係 を

強化 しなが ら,自 らの 地域 にお け る政 治 的商 業 的活動 を実行 していた の と同 じ

前 九世紀 に実行 されていた。それが王族 間結婚 とい う形で出て くるの だが,そ

れ こそが 自 らの活 動 の 活発 さ を終焉 させ る ことを意 味 していた し,こ う した前

後 関係 の 中 で,民 族 用 語 ポー ンニ ー ム とい う言 葉 は,イ ス ラエ ルの 王 へ 「チ ュ

ロス の娘 」 が嫁 いでい くこ とを祝 うヘ ブ ライの詩(Psalm45)の 中 に 出 て くる。

そ の詩 で は,名 前 で 言 及 され て い な い の だ け れ ども,そ の結 婚 はチ ュ ロ ス の イ

ッ トバ ー ルの娘 イェゼベル とイス ラエ ルのアハ ブ との問での こ とであ った と考

え られる。 その詩 の関係箇所 を ここで見 てお こう。

再構 成 されたそ の詩 の12bか ら14aに か け て,こ の チ ュ ロ ス の 王 女 が 懇 願 さ

れ て い る。す なわち,

HSTHI7V】rLWBT$R,//KBDUBTMLKPNYMH

[彼 に尊敬 を示 しな さい,チ ュ ロス の娘 よ//彼 を讃 え な さい,フ ェ

ニ キ ア人(Ponnima)の 王 の娘 よ]

とあ る。 こ こで,MLKPNYMH,す な わ ちMelekP6nnlm(フ ェニキア人の王)

とい う称 号 は,「 チ ュ ロ ス の 王 」 と同 義 で あ り,フ ェニ キ ア 人 を意 味 して い る

P6nnlmは チ ュ ロス 人 と同義 だ と考 え られ る。
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2.プ ラ ウ トゥス に見 られ る言 葉 の 使 用

ロ ー マ の 偉 大 な喜 劇 作 家 に テ ィ トゥス ・マ ッ キ ウ ス ・プ ラ ウ ト ゥス

T.MacciusPlautusが い る。 彼 は フ ェニ キ ァ人 が そ の言語 でPonnimと 呼 ばれ

て い た とい う貴 重 で例 外 的 に特別 な情報 を私 たち に遺 してい る。彼 は,最 初 の

戯 曲 を前200年 頃 に 製 作 して い た の だ が,ロ ー マ の 舞 台 用 に ア テ ナ イ の 喜 劇

"K
arkhedonios(カ ル タゴ人)"を 翻 訳 した 。 そ の原 典 は一 般 的 に詩人 ア レク シ

スAlexisの 作 品 で あ っ た とい わ れ る。 た だ プ ラウ トゥスが原典 をそ の まま翻

訳 したのであれば,こ の 「カ ル タ ゴ人」 とい う作 品 は,娘 や甥 に とって カ ル タ

ゴ貴 族 ハ ン ノの退屈 な探 求の物語 を示 している。 プ ラウ トゥス はその作 品の中

のハ ンノの部分 を伯父 さんPatruusと 呼 ん で い た が,そ の 作 品 名 は,今 日 よ

く知 られ て い る名 とい うの は またの名で,「 か わ い い フ ェ ニ キ ア人Poenulus」

と呼 ば れ て い る2)。

ま た,プ ラ ウ トゥス が こ の"Karkhedonios"を ラテ ン語 に翻 訳 す る際 に,

そ の作 品 の古 代 カ ル タゴ語 訳 の 存在 に関 して何 らかの知 識 を得 ていた と思 われ

る。 それ を彼独特 の喜 劇セ ンス と首尾一貫 させ なが ら,ギ リシ ア演 劇 中 の 古 代

カ ル タ ゴ訳 文 の部 分 と彼 の翻案であ るラテ ン訳文 の部分 とを結 びつけ る とい う

高度なテ クニ ックを駆 使す るこ とを思 いつ いたのであ ろう。だか ら,自 身の 演

劇 の 中 で は,カ ル タ ゴ人 に対 して,ア レク シス の用 い た 地 味 な ア ッテ ィカ方言

の ようなギ リシア語 で はな く,彼 ら 自身の 言 語 を話 させ よ う と していた。 この

考 えの背後 には,二 つ の 意 図 が 見 て 取 れ る。 す な わち,一 つ は,異 国 情 緒 豊 か

な古 代 カル タ ゴ語 の音 色で ローマの観衆 を楽 しませ ることであ り,も う ひ とつ

は,古 代 カル タ ゴ語 を作 中 で 駄 洒 落 や誤訳 として使用 してい こうと した こ とで

あ る。 だか ら,真 の会 話 と して の機 能 をそ の 言 語 の中に求 めていたわけで はな

か った。 それは,ロ ー マ の 観 衆 が そ の 言 語 を理 解 していた とは到底 思 えないか

らであ る。 しか しなが ら,古 代 カル タ ゴ語 の"Karkhedonios"か ら現 実 の 会

話 文 を使 用 す る こ とに よって,彼 は,古 代 カ ル タ ゴの演 劇 文 学 の 貴 重 な一例,

す な わ ち,古 代 カル タ ゴ語 で の ギ リシ ア演 劇が存在 していた とい う知識,そ し
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て フ ェ ニ キ ア,あ るい は古 代 カ ル タ ゴの言 語 名 がP6nnimで あ っ た とい う意

義 の あ る典 拠 を遺 して くれ ている。

ただ,こ の仮 説 につ い て は,す な わ ち古 代 カ ル タ ゴ語 ない しはフェニ キア語

の類 の翻訳 があ り,そ れ が 演 じ られ て い た とい う こ とに関 して,さ ほ ど好 意 的

な見 解 で は ない とす る方が現在の ところでは大勢 を占めてい る ようで ある。 し

か し,い ず れ の場 合 も仮 説 で あ る とい う見解以上 の もので はあ りえないこ とも

事実 であ る。だか ら,可 能性 の 問 題 と して委 ね られ る。 カル タゴで は演劇 に類

す る ものが さほ ど発 達 して いなか ったのではないか とす る見解 がその基盤 に置

かれてい る。

例 え ば,プ ラ ウ ト ゥス は,"Poenulus"(「 カル タゴ人」)の 第 五 幕 第 二 場 で

"K
arkhedonios"の カル タゴ語 翻 訳 か らの 方 言 の若 干の断片 をそ こに含 んでい

た。 この 同 じ断片 的 な方言 が"Poenulus"の 第 五 幕 第 二 場 の985行 か ら991行

に お け る ラテ ン語 訳 に表 現 され て いる。 ここで古代 カル タゴ語 になされ た言及

が あ る。 それ は青年紳士 アゴラス トクレス とその奴隷 ミル フィオ との会話で あ

る。 この場 面 は,カ ル タゴ人 ハ ンノ と彼 の側 近 が まさにち ょう ど到着 した,カ

リュ ドンの港 で あ る。ア ゴ ラス トク レス とミルフ ィオは,そ の到 着 を見 な が ら,

ど うい う人物 で,な ぜ こ こ にや っ て きた のか を 見極 め る場面 であ る。会話の 中

でそれが どうい う もの なのか を追求 しなが ら,言 葉 の 障 害 が存 在 して い る こ と

をい み じくも示 してい る。で は,そ の部 分 を まず 抜 粋 して お こ う。

山沢孝至,「 プ ラウ トゥス,カ ル タ ゴ人」,ロ ー マ喜 劇 集 第 三巻,京 都 大 学

学 術 出版 会,2001年 刊 の 翻 訳 を,ま ず 挙 げ よ う。

ミル フ ィ オ:い か が です 。 何 か ポエ ニ戦 争 を憶 えておいでですか。

アゴラス トク レス:い や 全 然 。 だ っ て ど うや っ て 身 につ け られた って言

うん だい。

六つの ときにあのカル タゴか ら撰 われた ってい うの に。

ハ ンノ:(傍 白)不 死 な る神 々 よ。 あ あ い うふ うに カル タゴか ら姿 を消

した 自由人の子 たちが大勢 い ます わい。

ミル フィオ:い か が で し ょ う。
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アゴラス トク レス:何 な の。

ミル フ ィオ:こ の 人 に ポエ ニ語 で話 しか け て み ま しょうか。

アゴラス トク レス:そ ん な こ とで きる の。

ミル フ ィオ:今 日は私 以 上 に ポエ ニ人 ら しい ポエニ人 はい ませ んよ。

[山 沢 孝 至 訳]

鈴 木 一 郎,「 プ ラ ウ トゥス,カ ル タ ゴ人」,古 代 ロー マ喜 劇 全 集 第 三 巻,東

京 大 学 出版 会,1977年 刊 の翻 訳 を,次 に挙 げ て お こ う。

ミル フ ィオ:(ア ゴラス トクレスに)ど うで す,旦 那 。 カ ル タ ゴの 言葉 を

少 しは覚 えてい ますか。

アゴラス トク レス:全 然 だ め だ。 六 歳 で カル タ ゴの 地 を離れた んだ。覚

えて る筈 が ある ものか。

ハ ンノ:(ひ とりで嘆 く)あ あ,永 遠 の神 々 よ。 あ あ い う こ とで カル タ

ゴか ら自由な市民 の子供 らが沢 山い な くなった んだ。

ミル フィオ:(ア ゴラス トク レスに)ね え,旦 那 。

ア ゴ ラス トク レス:な ん だ。

ミル フ ィオ:カ ル タ ゴか ら来 た この 人 に カル タゴの言葉 で話 してみ まし

ょうか。

アゴラス トク レス:(た まげて)お 前,話 しが で きるの か い 。

ミル フ ィオ:あ っ し位 に カ ル タ ゴの通 は,カ ル タゴ 人 だ っ て い な い位 さ。

[鈴 木 一郎 訳]

この 二 つ の翻 訳 を見 比 べ てみ る と,い ず れ が勝 る と も劣 らない 翻 訳 であ るの

だが,意 外 に プ ラ ウ トゥス の古 代 カ ル タゴ語へ の想 いがわか るよ うな気がす る

し,プ ラ ウ トゥス 自身 の 語 学 的 な博 識 に触 れ るような気 もす る。 さ らに,も う

一 箇 所
,同 じ喜 劇 の1023行 と1017a行 で原 典 の 形 式 の 中 に見 られ る会 話 を挙 げ

てお こう。

Agorastocles:Mu?[何 だ って?]

Milphio:Ponnimsycartum?[あ な た は ポ エ ニ語 を憶 え て い る
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の か?]

[山 沢 孝 至 訳]

Agorastocles:Balumer1Iadata?[全 く 。お 前 は 知 っ て い る の か

ね?]

こ う した ラテ ン語 とポエ ニ 語 との会話 の中か ら,P6nnlm=Puniceと い う

方 程 式 が 見 え 隠 れ す る。 もっ といえ ば,ポ エ ニ 語 を 意 味 す るP6nnlmは,フ

ェ ニ キ ァ 人 を 意 味 す るPNYMH(P6nnim)と か な り一一致 して い る の で は な い

か と考 え られ る。言 語名 として男性複 数所 有格P6nnlmを 使 用 す る の につ い

て は,周 知 の よ う に フ ェニ キ ア で は頻 繁 に使用 されてい る。 また,フ ェ ニ キ ア

の用 語 につ い て も,古 代 コル シ カ人KRSYMの 言 葉 に よ く見 られ る と こ ろ で

あ る。彼 らはサ ルデー ニ ャ北部 に居住 していたの だが,そ の オ リ ジナ リテ ィは

キ ュプ ロス の フェニ キア都 市 キテ ィオ ンにあ り,そ の碑 文 の 中 に表 現 され て い

る。 キ テ ィオ ンについ ては,前9世 紀 頃 か ら知 られ て お り,と りわ けサ ル デ ー

ニ ャの ノ ラ 出土 の フェニキア碑文 には,ノ ラ の母 市 で あ っ た と記 され て い る3)。

ノ ラや サ ル デ ー ニ ャか ら古 代 コル シカ人がキ ティオ ンに多数移住 してい る4)。

フ ェニ キ ァ語(Pbnnlm)は 千 年 以 上 の 間書 き言 葉 と して そ の繁栄 を謳歌 して

きた。 その中で最古の碑 文 とされる ものは前1200年 に まで 遡 及 され,逆 に最 新

の もの と して見 倣 さ れ て いるのが後350-400年 頃 に ロ ー マ 風 の ア ル フ ァベ ッ ト

で書 かれた もの だ とされる。元来 カナー ンとい う小 さな一地方 の方言 であった

のだけれ ども,前 一 千 年 紀 初 期 まで に,フ ェニ キ ア語,す な わ ちチ ュ ロ ス ・シ

ドンの カ ナ ー ン方言 は,チ ュ ロス や シ ドンの 商 業 的 政 治 的支配力 のゆえ に,カ

ナ ー ン沿 岸 地域 の 特 権 的 な言 葉 と して頭角 を現 して きた。 フェニキア商業 圏の

拡大 と共 に,こ の地 域 か らサ ル デ ・一・一一・ニ ャや キプロスへ と言語 が流 れてい った5)。

そ の と きか らす ぐに,近 東 に お け る1inguafrancaと して の 立 場 を享 受 して い

くこ とに なる6)。 この よ うに して,フ ェニ キ ア語 は東 方 で は ア ラム語 と拮抗 し

た けれ ども,西 方 で は力 を もっ た,そ して 光彩 を放 っ た植 民 地 文 化 の母 国語 と

な り,キ ュ レナ イ カか らモ ロ ッ コ,シ チ リア,サ ルデ ー ニ ャか らスペ イ ン南 部

に まで広が っていった。 そ して カル タゴの繁栄 と共 に,前5世 紀 初 期 に は,フ
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エニキア語 は地中海世界語 として広 く用いられ,ギ リシア語やのちのラテン語

の競争相手 としての地位を築 き,ギ リシア文学がその言葉 に翻訳されていたと

して も何 ら不思議さはない ようにも思える。その部分 については,ま だ明確 に

語 ることので きないジレンマが残っていることも事実である。

チュロス ・シ ドンのカナーン方言(P6nnlm)が 標準語 として レバノンやパ レ

スチナの沿岸地方で人々に受け入れ られたけれども,非 チュロス ・シ ドン系の

フェノキア語 も残存 していた。不運にも,こ うした言語 はほ とん ど知 られてい

ないけれども,こ うした言語の要素は時 として散在 している地方碑文の中に見

受け られるし,西 方フェニキア方言の中に残っている。その特徴 らしきものは

プラウ トゥスの作品の中にも現れていると考 えられる7)。 だか らこそ,可 能性

として,キ プロスやエジプ ト,カ ルタゴにおける方言の中に,非 チュロス ・シ

ドン系 フェニキア語の要素が小 出しにされていたということが推測 される。

3フ ェニキア本土沿岸地域における方言

a)南 部沿岸方言群

ただ不運 なことに,チ ュロスやシ ドンの南部地域 における方言に関 しては,

若干の断片的な情報が残存 しているのみである。 しか しなが ら,そ の地域がチ

ュロスやシ ドンと密接 な関係を保持 していたことか ら,部 分的には明確である

といえる一方で,同 時に言語の形態音素論上の若干の様相で相違点を浮 き彫 り

に している部分があるの も事実である。その中で,は っき りと見える意義は,

チュロスや シ ドンか ら分岐 していった言語,す なわち方言が西方フェニキア,

すなわちカルタゴにおける言葉の特徴を見せていたと考 えるのは妥当なところ

である8)。 こう考えて くると,「 フェニキア」 という言葉の地中海的な広が り

を考慮す ることに何 ら違和感を覚えるものではない。

b)北 部沿岸方言群

チュロス ・シ ドン系の言語標準か らの形態音素論上の分岐は,ア ラ ドゥスに

おいても認め られるところである。カナーン北部でも散在的で広範 な例が存在
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す る。 例 え ば,ア ス カ ロ ンで 見 られ るMittintや チ ュ ロ ス にお け るMettenは

北 部 沿 岸 都 市 ア ラ ドゥス にお け るMattanBa'a1と 同一 視 され る もの で あ る9)。

この 例 か ら も理 解 で きる よ う に,そ の の ち に カ ル タゴ を含 む西 地 中海世 界 にま

で 関 連 す る名 前,す な わ ちMytthumbal,Mitthunbal,Mythunbal,

Mytunbalis,Mytthumbalisが そ れ で あ る10)。

次 に,ビ ュ プ ロ ス につ い て,見 て お こ う。 こ こで は,北 部 沿 岸 地 域 で は 唯 一

非 チ ュ ロス ・シ ドン系 の方言 に属 してい る。 ビュプロス における フェニキ ア碑

文 は,一 千 年 紀 を跨 ぐよ うに13個 発 見 され て い る。 い わ ゆ る カ ナ ー ン系 の言語

とは一・線 を画 して いるのが,ビ ュ プ ロス方 言 だ と考 え られ る。 因み に,ビ ュ プ

ロス の 言 語 とチ ュ ロス ・シ ドン系 の言語 との違 い は,当 然 なが ら さほ ど大 きい

もの で は ない。関係代 名詞 である とか,女 性 単 数 名 詞 な どの単 語 に見 られ る も

のや完 了形の文章表現の 中に見 られる ものであ る。

音韻論 的 に考 えてみれ ば,ビ ュ プ ロス方 言 は,チ ュ ロス ・シ ドン系 の 方言 か

ら分 岐 し,例 え ば非 強 勢 の母 音aを 保 持 して い る こ とを示 して い る。 これ を示

す よ うに,ア ッ シ リ ア 人 は ビ ュ プ ロ ス の 王 の 名 と して,Milk-yasapと か,

Milk-'asapを 記録 して い る11)。

ビ ュ プ ロス 方 言 は,西 方 フェ ニ キ ア につ い て は全 く無頓 着 な ままであったけ

れ ども,フ ェニ キ ア にお け るチ ュ ロ ス ・シ ドン至上権 下 にお いて もそれ とは異

なった言語体系 を維持 していた。 そ して フェニキ ア固有の地域 か ら離 れて碑文

は全 く見つか って いない。 しか しなが ら,ビ ュ プ ロス とい う都 市 の 中 で話 され

ていた言 葉が どの程 度 まで効力 を持 って継続 的 に使用 され ていたのか,歴 史 的

古 典語 と して どの 程 度 まで知 られていたのか は現在 の ところ よ く知 られていな

いQ

4西 方 フ ェニ キ ア方 言 群(ポ エ ニ語)(1)

チュロスやシ ドンは,前1200年 頃から西地中海の植民活動を始めた。 この頃

か ら西方フェニキアの碑文が出て くる。すでにそれ以前か ら兆 しというのは見
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えるのだが,チ ュロス ・シ ドン系方言の域 を出ていない。 ここに至って,や っ

といわゆるポエニ語が もとになった ものが見えて くる。例えば,初 期西方フェ

ニキア方言の碑文がサルデーニャのノラで前1200年 に建立 されたフェニキア人

製粉業者で小麦商人だった人物の墓石である12)。形態音素論や音韻論における

他の特徴 は,そ の初期のものとして示唆されているように,ポ エニ語がチュロ

ス ・シ ドン系方言の直接的伝播であっただけではな く,チ ュロスや シ ドンとい

う小 さな地域のものでな く,「 大」 フェニキアともい うべ き地域の方言であっ

たことを,こ こで強調 しておきたい。

ポエニ語が異なっているということは,所 期の西方における典拠か ら明 らか

であるのは周知のところであるが,前5世 紀以降の典拠の中にもっと明瞭に見

えて くる。それはフェニキア語の気息音の定冠詞ha一がポエニ語では気息音 を

伴わない定冠詞a一になる。前406年 に年代付 け られるカルタゴ碑文の中に,フ

ェニキア語の定冠詞H一が見 られるが,非 気息音 というポエニ語の形式 に従 っ

た'一や'a一も見 られる13)。これか らもわかるように,フ ェニキァ語 との差異 は,

ポエニ語に見 られる形態音素論的なものではな く,ポ エニ語の綴 り字の中に見

られる留保 に起因 している。 さらに同 じ碑文の中に見 られるLYRHと いう語

にもそれが残 っている14)。

音韻論の分野のみがフェニキア語 とポエニ語 との差異 を示 しているわけでは

ない。形態音素論の分野にも,そ の違いは存在 している。 しか し,そ うした違

いの中にある発展過程 というのはいまだ明確にはなっていない。 さらに,ポ エ

ニ語の現在形 は,フ ェニキア語の中では知 られていない文法形式である。例え

ば,そ の中で顕著 に見 られるのは,限 定代名詞5-,す なわちsi一であ り,一 般

的にポエニ語では間接所有格 を表現するものであるだけでな く,フ ェニキア語

では知 られていない独立所有代名詞SLY,silli(私 の)を 形成 している。こう

した文法的な流れの中か らも,フ ェニキア語 とポエニ語 との関わ りを見てい く

ことができ,な おかつその変遷が地中海 という地域の中で育 まれていたことを

垣間見ることがで きる。当然のことなが ら,こ の二つの言葉 には,大 きな関係

性が見 られることは周知の ところであるが,そ の広が りの中で各地の言葉 と深



「フェニキア」語,あ るいは「カルタゴ(ポエニ)」語の出所と広域語への変遷103

く関わ り,融 合 していったことが推測される。その中で,中 継地点としてのカ

ルタゴの地中海 における地理的な好位置を占めていたことも相侯 ってその推測

を考慮 してい くのも大 きいのか もしれない。

西地中海において,カ ルタゴがその勢力 を満喫 していた頃,カ ルタゴとその

勢力圏はギリシア的なものとカナー ン的なものをブレン ドした独特の文化 を形

成 していた。ヘ レニズム時代のずっと以前か ら,カ ルタゴ人はギリシァ文学 を

すんな りと受け入れていた し,多 数のジャンルにおいて,ギ リシア語か らのポ

エニ語翻訳がなされていた。ローマ人によって喧伝 され,今 日でもローマ人た

ちがギリシア語 を,ギ リシア文学を理解するに十分な教養 を保持 し,そ れ らを

再構成する能力を持っていた唯一の民族であったという考え方がある。そ して

若干の古典学者たちによって同 じように考察されている独断的な偏見がまか り

通っているところに大 きな問題が残 っている。それは皮肉にも,ロ ーマ人ティ

トゥス ・マッキウス ・プラウ トゥスがこうした誤った知識を,ギ リシア演劇 を

ローマに移入す る中で生 じさせていたことも十分に考えられる ところである。

自動的なフェニキア文化の抹殺,こ れこそが歴史の皮肉といわず して,一 体何

が歴史の皮肉になるであろう。 しか しなが ら,ポ エニ語 によるギリシァ演劇 と

い う形式がかな り早い時期か ら構成され,演 じられていたという可能性は捨て

きれない。ポエニ語によるKarkhedoniosの 中か らミルフィオがアゴラス トク

レスとなしていた会話 は先述 した通 りであるが,こ こにその一端が現れている

ように思えて仕方がない。プラウ トゥスは,ポ エニ語のよるギリシァ演劇をあ

たか も自覚 していたかのように,こ のPoenulusと いう自らの劇作の中で試 し

た可能性は残っている15)。

こうしたギリシア語,ポ エニ語そ してラテン語 との関わ りが色濃 く出ている

と感 じられるのが,プ ラウ トゥスの"Poenulus"の 会話ではないだろ うか。

プラウ トゥス自身の生涯 にはまだまだ謎めいた部分が多いのも事実であるが,

とりわけこの作品の中に見える純粋 に西方フェニキアの一都市 を舞台 とした場

面にはそうした関わ りが見え隠れする。 この演劇そのものは,便 宜的なギ リシ

ア風の喜劇であろうが,そ のアイデ ンティーの中には何 らかの疑問が残 るし,
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最終的な結論 にまでは至 らないのかもしれない。 この作品についての肯定的な

部分 は,ギ リシア演劇 を模倣 した翻訳ではな く,原 初的な作品であると考える

ことも可能性 として残 しているところである。

5西 方 フェニキア方言群(2)

上述 の ような関 わ りについ て,若 干 の碑 文 史 料 と文 献 史料 と ともに以下考察

してみ よう。

いず れ にせ よ,伝 統 的 なポ エ ニ 語 文 学 は西 地 中海 で進化 を遂 げた はず なのだ

が,そ の証 拠 にな る よ う な史 料 は ほ とん ど残存 していない。 ただ,そ の 手 が か

りに な る の は,前406年 冬 の ア グ リゲ ン トゥムへ の6ヵ 月 遠 征 を叙 述 した もの

が わず か に残存 してい るだ けであ る。それ はカル タゴ系碑文 と して幸運 に も残

存 していた16)。 そ の碑 文 の9行 目か ら11行 目に か け て,以 下 の よ う に記 され て

い る。

WYLKRBM'DNB'LBNGRS君 コVHRBI7VHMLKT

BNHN'HRB`LSI7VTMKHMT'YT'GRGIVT

17VSTHIM]TSLM1兀B'LNWS(下 線 は筆者)

[大 ギ ス コー の 息 子 イ ドゥニバ ル と大ハ ンノの息子 ヒ ミル コとい う

将軍 が夜 明け に行軍 し,ア グ リゲ ン トゥム を包 囲 した。 そ して アグ

リゲ ン トゥム の人 々は,(前 夜 その町を)逃 れ て い た人 々 も含 め て,

(降伏 して)和 平 をな した]

この文 章 構 成 に は少 なか らず 興 味深 い ところが ある。つ ま り,ギ リシ ア人 た

ち の 手 に よっ て300年 以 上 も前 か ら描 か れ た伝 統 の 中 で,フ ェ ニ キ ア人 と は人

身御 供 を実 践 す る カル タゴ人 として偏 見 に満 ちて描写 されていた。 その偏見 が

皆 目見 えないのに驚 か され る。 ともか く,そ の文 言 を基 に した で あ ろ うデ ィオ

ドロス ・シクルスの文章 は,

ヒ ミル コは,夜 明 け に(ア グ リゲ ン トゥムの)城 壁 内 に 進 軍 して,

内部 に残 って い た ほ とん ど全 て の人 々を殺害 した
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とあ る17)。 こ こで デ ィオ ドロ ス は ア グ リゲ ン トゥムの城壁 の説明 を,都 市掠 奪

の詳 細 な記 述 と と も に続 けて いる。 しか し,こ の カ ル タ ゴ系 碑 文 の 発 見 で,デ

ィオ ドロスが カル タ ゴの掠 奪 とか野蛮 さにつ いてギ リシア風 の伝統 を受 け継 い

でいたのか,あ るい は文 章 を誤解,翻 訳 間違 い を犯 した の で は な いか とい う観

点 に到達 で きる可能性 を示 唆 してい る。一つ の推測 と して,上 述 の碑 文 の 下 線

部 分 を,以 下 の よ う に読 ん だ 可 能性 が 考 え られ る。

V「TMκHMTYT'GRGNT囎 丁 研MTゾSLMDLBQLNκS

つ ま り,彼 ら(カ ルタゴ人た ち)は ア グ リゲ ン トゥム を包 囲 し,そ して彼 ら

(カル タゴ人たち)は 掠 奪 者 と殺 人 者 を 自由 に させ ていた,と 。 こ う見 て くる と,

ギ リ シア人 の 問 に存 在 して い た カル タゴ人へ の偏見 が大 き く作用 してい た可能

性 を確 かな もの に して くるはずであ る。 デ ィオ ドロス 自身 もそん な中で叙述 し

ていた ことが窺 え る。

一方
,ロ ー マ 時代 に な る と,ポ エ ニ 語 は,カ ル タ ゴが 滅 ぼ され た の ち も,ア

フ リカ の 人 々 や西 地 中 海 で は話 し言葉 と して残 っていた と して も何 ら不思議で

はない。 しか し,こ の段 階 の言 葉 は,い わ ゆ る ポ エ ニ 語 とい う 区分 で はな く,

新 ポ エ ニ 語 と して 考 え られ る もので あ る。 そ の言葉 は,の ち の セ プ テ ィ ミウ

ス ・セ ウェ ル ス帝や アプ レイウス,さ らに は ア ウ グ ス テ ィヌ ス に とって は母 国

語 ともいえる ものであった18)。 また,そ の の ちの 時 代 に お い て も,ポ エ ニ語 は

伝 統 的 な形 を残 しつ つ,新 た な もの へ と適 用 しゆ く言 葉 と して,意 義 深 い 文 学

様 式 の一 端 を残 して いた気 さえ して くる19)。

さ らに,ロ ー マ 時代 後 期 に は,ポ エ ニ語 の文 字 は次 第 にア ル フ ァベ ッ トに取

り替 え られて くる。 しか しなが ら,そ ん な 中で ポ エ ニ語 文 字 様 式 は依 然 として

維持 されて いた。そ の一例 として挙 げ られ るのが,後350年 頃 の伝 統 的 な カナ

ー ン様 式 の詩 で はなか ろ うか。青銅器時代 に遡及 され るような形式 や様式 を反

映 しなが ら,ロ ーマ 領 トリポ ニ タニ アで 書 か れ続 け られ た20)。 そ ん な 中 に,ユ

ー リウ ス ・ナ シ フの颯 刺 詩 的 な六歩脚詩が見 られ る。彼 は,植 民 市 ア ドニ ムの

軍 指 揮 官 を務 め てお り,こ の詩 の 中 で 植 民 市 ミュ クニ ム の捕 虜 を 「記念 」 し,

「祝 賀 」 して い る。 と もか く,こ の よ う に庶 民 感 覚 の 中 にそ の後 も言葉 の精神



106

が生 き残 り続けていたことを物語 っている。

むすびにかえて

こういうふ うに考 えて くると,「 国滅びて も,文 化 は遺る」,す なわちその形

は消 えて も,精 神 は後 に残 ってい く,と いうことを思い起 こさざるをえない。

しか し,そ れを証明してい くのは,想 像以上 に困難なことである。その上 に,

時間的にも遠す ぎるほ どの過去のことである。つ まり我々が情報 として知 りう

る部分はさほど多 くない ということを念頭に置かなければならない。残存史料

が極端に少ないということが,時 として推測で,あ るいは状況証拠的な言い方

で進めていか ざるをえない というところに落ち着いてしまう。これは古い時代

のことになればなるほ どに,宿 命的に立ちはだかって くる壁である。

いずれに しても,言 葉 は国家が滅びたか らといって,す ぐに滅び去 って しま

うものではない。そののちに も,そ の地域,そ の地方に残 っているものである。

姿 を変え,形 を変 えて も,強 制された としても,す ぐに消 えてい くものではな

い。そこに歴史の深 さ,精 神の逞 しさが必ず存在 していることを印象づけるも

のである。現実に,言 語その ものが死語になったといっても,で ある。

ここにこそ,私 たちは滅び去っていった文明や文化がどのようなものであっ

たのかを知 る手懸 りをもっているといっても過言ではない。何千年 も前 に滅び

去っていったものを再構成するための ものは何 も形あるものだけではない。そ

の形あるものか ら生み出されて きた無形のものに焦点 を当てるのもむべなるか

なである。

さて,以 上のような大 きな視点はさてお き,実 際にそのうちの一つ,フ ェニ

キア系の言語に触れてみて,そ の文化の地中海的な広が りを感 じるのは事実で

ある。出土す る史料が広範囲に広がっていることを見ても,そ れは明 らかであ

る。それがプラウ トゥスなどに用い られて,の ちのちの世界にまで時間的な広

が りを見せていることにも,明 らかである。カナーンの地か ら,地 中海の島懊

部 を経て,北 アフリカへ,ス ペイ ンへ,と いうフェニキア商業圏の伸張の中で,
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随所 にその文化が垣 間見 られたことは窺い知 ることがで きる。さらには,地 中

海の支配権がエジプ トか ら,フ ェニキアへ,ギ リシアへ,ロ ーマへ,と 受け継が

れてい く中で時間的経過をももの ともせず少 しずつ後世に伝 えられていったこ

とも理解で きる。すなわち,時 間的にも空間的にも,ま さしく煙のように,気

体のように,水 のように静かに地中海各地に昇華 していったことが見えて くる。

このように言語 としての体系ができることによって,そ れまで以上に,力 強

く後世へ,各 地へ と伝播 してい く礎がで きていったのだろう。その意味でも文

字が体系立て られてい くことは文化の広が りという観点か らも大切なことであ

った。
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そ の他,辞 典 とか 語 彙 集 な ど の よ う な もの に は 以 下 の よ う な もの が 見 え る 。

Krahmalkov,CR,Phoenician-PunicDictionary,OrientaliaLovanensiaAnalecta

90,StudiaPhoeniciaXV,Leuven,2000。

Hoftijzer,J.&Jongeling,K,DictionaryoftheNorth-WestSemiticInscriptions,2

vols.,Leiden-NY-K6正n,1995.
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1980。

Tomback,R.S.,AComparativeLexiconofthePhoenicianandPunicLanguage,

Missoula,1978.

そ し て,各 種 の 碑 文 集 成 の 類 い,関 係 諸 雑 誌 が 考 え られ る。 そ う した もの の 外 に貨 幣

学 関 係 の 書 物 な ど も必 要 に な っ て く るで あ ろ う。


